
は
じ
め
に

　
こ
の
数
年
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
爆
発
的
な
普
及
に
代
表
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ

化
の
波
は
、
周
知
の
通
り
社
会
全
体
の
枠
組
み
を
変

革
す
る
勢
い
で
進
行
し
、
新
た
な
価
値
観
、
メ
リ
ッ

ト
を
生
み
出
し
て
い
る
が
、
一
方
で
こ
れ
ま
で
に
予

想
し
え
な
か
っ
た
弊
害
も
少
な
か
ら
ず
起
き
て
い

る
。
医
療
分
野
に
お
い
て
も
、
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
は
基

礎
医
学
の
研
究
領
域
か
ら
実
際
の
医
療
現
場
に
い
た

る
ま
で
広
範
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
、
医
学
あ
る
い
は

医
療
そ
の
も
の
を
根
底
か
ら
変
化
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
。
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
読
に
関
す
る
研
究
の
急
速
な

進
展
な
ど
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
バ
ー
チ

ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
（
Ｖ
Ｒ
）
技
術
に
よ
る
手
術
の
シ

ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
医
療
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
も
Ｉ

Ｔ
な
し
で
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
現
在
、
日

本
に
お
け
る
多
く
の
医
療
機
関
で
導
入
さ
れ
て
い
る

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
（
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）
、

さ
ら
に
は
電
子
カ
ル
テ
、
医
療
連
携
と
そ
れ
に
か
か

わ
る
遠
隔
医
療
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
（
E
v
i
d
e
n
c
e
-
B
a
s
e
d

M
e
d
i
c
i
n
e
:
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
医
療
）
な
ど
は

Ｉ
Ｔ
と
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
。
医
療
分
野
の
う
ち
、

市
民
生
活
と
特
に
関
係
の
深
い
病
院
レ
ベ
ル
で
は
、

情
報
の
共
有
化
が
Ｉ
Ｔ
活
用
の
た
め
の
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
個
人
情
報
の
保
護
と

い
う
観
点
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
課
題
で
あ
り
、
医

療
情
報
の
取
扱
い
に
は
、
と
り
わ
け
慎
重
な
姿
勢
が

要
求
さ
れ
る
。

　
そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
、
今
後
の
医
療
を
考
え
る

上
で
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
現
状
や
こ
れ
か
ら
の

電
子
カ
ル
テ
の
あ
り
方
、
医
療
連
携
な
ど
の
諸
問
題

は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
本
論
で

は
、
ま
ず
、
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
の
２
附
属
病
院

（
医
学
部
附
属
病
院
、
医
学
部
附
属
市
民
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
）
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
化
の
現
状
と
問
題
点
の

う
ち
、
2
0
0
0
年
か
ら
2
0
0
1
年
に
か
け
て
２

附
属
病
院
に
導
入
さ
れ
た
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
述
べ
、
さ
ら
に
、
近
い
将
来
ま
す
ま
す
重
要
な

位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
電
子
カ

ル
テ
、
遠
隔
医
療
を
中
心
に
横
浜
市
と
の
関
わ
り
を

含
め
て
言
及
す
る
。

２

横
浜
市
立
大
学
医
学
部
の
２
附
属
病
院
に

お
け
る
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
は
福
浦
地
区
に
横
浜
市
立

大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
６
２
３
床
）
、
浦
舟
地
区

に
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
附
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
（
７
２
０
床
：
旧
浦
舟
病
院
）
と
、
横
浜
市
内

に
ほ
ぼ
同
規
模
の
２
附
属
病
院
を
も
つ
。
附
属
市
民

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
2
0
0
0
年
１
月
の
新

病
院
棟
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
、
医
療
の
質
的
向
上
、

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
業
務
の
効
率
化
、
経
営
の

健
全
化
、
研
究
・
教
育
へ
の
寄
与
を
目
的
と
し
て
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
型
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
が

一
括
導
入
さ
れ
た
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
シ
ス
テ

ム
と
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
接
続
さ
れ
た
複

数
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
、
「
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

側
（
サ
ー
バ
）
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
を
要
求
す
る
側

（
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
）
」
に
別
れ
て
処
理
を
す
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
附
属
病
院
で
は
1
9
9
1
年
の
移
転
開

院
時
よ
り
、
汎
用
機
に
よ
る
ホ
ス
ト
集
中
型
の
病
院

情
報
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
て
い
た
が
、
2
0
0
1
年

１
月
に
、
附
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
ほ
ぼ
同

じ
内
容
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
型
病
院
情
報
シ
ス

テ
ム
に
更
新
さ
れ
た
。

　
以
下
、
附
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ

ム
を
中
心
に
概
要
を
記
載
す
る
。
導
入
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
は
1
4
の
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
1
5
の
部
門

シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
。
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

内
訳
は
、
外
来
患
者
呼
出
シ
ス
テ
ム
、
入
院
患
者
移

動
情
報
、
食
事
オ
ー
ダ
、
病
名
登
録
、
処
方
オ
ー
ダ
、

注
射
オ
ー
ダ
、
検
体
検
査
オ
ー
ダ
、
画
像
検
査
オ
ー

ダ
、
生
理
検
査
オ
ー
ダ
、
予
約
シ
ス
テ
ム
、
内
視
鏡

オ
ー
ダ
、
手
術
オ
ー
ダ
、
輸
血
オ
ー
ダ
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
オ
ー
ダ
。
部
門
シ
ス
テ
ム
の
内
訳
は
医

事
、
病
歴
、
栄
養
、
検
体
検
査
、
細
菌
検
査
、
生
理
検
査
、

は
じ
め
に

横
浜
市
立
大
学
医
学
部
の
２
附
属
病
院
に
お
け

る
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入

２
附
属
病
院
間
の
情
報
交
換
お
よ
び
共
有

電
子
カ
ル
テ
と
遠
隔
医
療

横
浜
市
に
お
け
る
今
後
の
医
療
と
Ｉ
Ｔ
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病
理
検
査
、
放
射
線
、
薬
剤
、
看
護
、
輸
血
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
経
営
管
理
支
援
、
画
像
管
理
、

診
療
支
援
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
他
、
テ
レ

カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
、
メ
ー
ル
機
能
、
診
療
情
報
相
互

参
照
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
５
０
０
台
以
上
の
端
末

（
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ソ
コ
ン
）
が
外
来
、
病
棟
、
各

部
門
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
医
師
の
指
示
は
原
則
と

し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
人
力
さ
れ
、
伝
票
を
介
す
る

こ
と
な
く
各
部
門
に
伝
達
さ
れ
る
。
モ
ニ
タ
ー
で
は

患
者
ご
と
の
オ
ー
ダ
履
歴
、
検
体
検
査
結
果
、
各
種

画
像
、
体
温
表
、
病
床
管
理
状
況
な
ど
を
参
照
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
正
確
な
診
療

情
報
、
迅
速
な
検
査
結
果
の
伝
達
に
よ
る
診
療
の
質

の
向
上
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
診
療
・
研
究
へ
の
寄

与
、
待
ち
時
間
の
短
縮
な
ど
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
ま

た
、
転
記
、
再
入
力
の
頻
度
が
減
少
し
た
こ
と
や
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
各
種
チ
ェ
ッ
ク
機
構
の
利
用
に
よ
る

安
全
管
理
面
で
の
向
上
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
生
じ
た
問
題
点
も

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
代
表
的
な
こ
と
が
ら
を
紹
介
し

て
お
く
。
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
る
問
題
点
の

う
ち
、
最
も
大
き
い
も
の
は
、
発
生
源
人
力
を
原
則

と
し
て
い
る
た
め
、
医
療
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
殆
ど
の
指
示
を
出
す
こ
と
に
な
る
医
師
の
負
担
増

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
診
察
時
間
の
延
長
に
つ
な
が

り
、
情
報
の
速
や
か
な
伝
達
に
よ
る
待
ち
時
間
短
縮

へ
の
期
待
と
矛
盾
し
た
結
果
を
も
た
ら
す
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
当
初
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
入
力
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の

改
善
だ
け
で
は
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
の
は
難
し

く
、
運
用
も
含
め
た
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
内
で
の
工
夫

が
要
求
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
の
安
定

性
は
疾
病
を
抱
え
る
患
者
を
対
象
と
す
る
病
院
業
務

に
お
い
て
は
必
須
の
事
項
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
二

重
化
な
ど
開
発
業
者
と
緊
密
な
討
議
を
行
い
、
あ
る

程
度
経
費
を
か
け
た
対
策
が
必
要
と
な
ろ
う
。
医
療

安
全
管
理
面
で
も
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
新
た
な

問
題
が
少
な
い
な
が
ら
も
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

手
書
き
伝
票
使
用
時
と
は
質
の
異
な
る
こ
と
が
ら
で

あ
り
、
安
全
対
策
向
上
の
た
め
病
院
全
体
で
強
固
な

取
り
組
み
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
以
上
、
附
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
導
入
さ

れ
た
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
問
題
点

も
含
め
て
述
べ
た
が
、
こ
の
他
、
シ
ス
テ
ム
に
は
い

く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
の
で
、
代
表
的
な
項
目
に
つ

い
て
記
載
す
る
。

（
画
像
管
理
シ
ス
テ
ム
）

　
通
常
の
Ｘ
線
撮
影
、
造
影
検
査
は
勿
論
、
Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｒ
Ｉ
、
内
視
鏡
、
心
電
図
な
ど
の
機
器
が

Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
注
）
サ
ー
バ
に
接
続
さ
れ
、
病
棟
に

あ
る
画
像
参
照
用
の
専
用
端
末
お
よ
び
外
来
の
一
般

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
用
の
端
末
で
、
画
像
を
表
示
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
は
、
フ
ィ
ル
ム

運
用
と
の
併
用
で
あ
り
、
読
影
に
は
原
則
と
し
て
フ

ィ
ル
ム
が
使
わ
れ
、
モ
ニ
タ
ー
に
表
示
さ
れ
た
画
像

は
参
照
用
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
診
療
支
援
シ
ス
テ
ム
）

　
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
内
で
は
デ
ー
タ
の
保
存

期
間
に
限
り
が
あ
り
、
長
期
間
に
わ
た
る
患
者
情
報

の
検
索
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
診
療
支
援
デ
ー
タ

サ
ー
バ
を
設
置
、
オ
ー
ダ
情
報
を
と
り
こ
み
、
診
療

支
援
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
て
、
デ
ー
タ
の
有
効

活
用
を
可
能
と
し
た
。
ま
た
、
こ
の
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
入
院
抄
録
、
患
者
紹
介
状
な
ど
の
作
成
、
病
理

検
査
結
果
の
モ
ニ
タ
ー
表
示
を
可
能
と
し
た
。

（
看
護
部
門
シ
ス
テ
ム
）

特
集
・
Ｉ
Ｔ
社
会
と
横
浜
の
戦
略
④
市
民
生
活
へ
の
Ｉ
Ｔ
戦
略

　
患
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
看
護
日
誌
な
ど
を
作
成
す

る
。
ま
た
、
携
帯
端
末
を
利
用
し
て
体
温
表
記
入
の

た
め
の
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
。

（
外
来
患
者
呼
出
し
シ
ス
テ
ム
）

　
外
来
患
者
に
は
原
則
と
し
て
小
型
の
呼
出
し
装
置

（
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
）
が
渡
さ
れ
、
診
察
の
順
番
が
近

づ
く
と
、
呼
出
し
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
患
者
は
診
療
ま
で
の
間
、
診
察
室
の
前
で

待
ち
続
け
る
必
要
が
な
い
。
患
者
呼
出
し
は
、
オ
ー

ダ
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
て
お
り
、
自
動
、
手
動
の
ど

ち
ら
で
も
呼
び
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
メ
ー
ル
機
能
）

　
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
端
末
同
士
で
、
電
子
メ
ー

ル
の
送
受
信
、
フ
ァ
イ
ル
の
共
有
な
ど
が
可
能
で
あ

り
、
院
内
の
情
報
交
換
に
役
立
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
は
外
部
と
の
接
続
は
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
院
内
に
限
定
さ
れ
た
利
用
で

あ
る
。２

附
属
病
院
間
の
情
報
交
換
お
よ
び
共
有

福
浦
地
区
に
あ
る
医
学
部
お
よ
び
医
学
部
附
属
病

院
と
浦
舟
地
区
に
あ
る
附
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
間
で
は
、
患
者
や
職
員
の
移
動
が
多
く
、
デ
ー

タ
等
を
相
互
に
有
効
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

２
～
３
の
ツ
ー
ル
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

①
-
診
療
情
報
相
互
参
照

　
２
附
属
病
院
の
シ
ス
テ
ム
は
、
技
術
的
な
問
題
や

横
浜
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
直
接

接
続
は
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
患
者
移

動
な
ど
が
あ
り
、
デ
ー
タ
の
綿
密
な
や
り
と
り
が
要

求
さ
れ
る
た
め
、
２
附
属
病
院
間
に
専
用
線

（
注
）
Ｄ
Ｉ
ｃ
ｏ
Ｍ

（
D
i
g
i
t
a
l
　
I
m
a
g
i
n
g
　
a
n
d
　
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
　
i
n

M
e
d
i
c
i
n
e
）
医
療
画
像
を
メ
イ
ン
と
し
た
国
際
標
準

の
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
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(
1
.
5
M
b
p
s
)
を
敷
設
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の
情
報

端
末
を
一
方
の
病
院
に
お
き
診
療
情
報
相
互
参
照
用

端
末
と
し
て
、
画
面
の
参
照
を
可
能
と
す
る
と
い
う

措
置
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
患
者
が
転
院

し
た
場
合
、
転
院
先
で
転
院
元
の
情
報
を
容
易
に
得

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
診
療
情
報
相
互
参
照

端
末
で
は
指
示
入
力
は
で
き
な
い
。

②
-
テ
レ
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス

　
現
在
は
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
１
回
線
を
使
用
す
る
テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム
が
医
学
部
、
医
学
部
附
属
病
院
に
１
セ

ッ
ト
、
医
学
部
附
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
２

セ
ッ
ト
配
置
さ
れ
て
お
り
、
定
期
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
、

会
議
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
画
質
や
マ
イ
ク
そ

の
他
の
性
能
に
制
約
が
あ
り
、
よ
り
高
次
の
機
能
を

も
っ
た
装
置
の
設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

③
-
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
と
は
全
く
別
個
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
、
各
施
設
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

っ
て
接
続
さ
れ
て
い
る
。
機
密
性
が
余
り
問
題
と
さ

れ
な
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

使
い
、
情
報
伝
達
、
周
知
、
討
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
各
施
設
さ
ら
に
各
部
門
、
診
療
科
で
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

電
子
カ
ル
テ
と
遠
隔
医
療

　
1
9
9
9
年
４
月
、
旧
厚
生
省
よ
り
「
診
療
録
等

の
電
子
媒
体
に
よ
る
保
存
に
つ
い
て
」
の
通
知
が
出

さ
れ
、
電
子
カ
ル
テ
に
法
的
根
拠
が
与
え
ら
れ
た
結

果
、
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
が
医
療
現
場
で
現
実
の
も

の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
電
子
保
存
の
満
た
す
べ
き
必

要
条
件
と
し
て
、
通
達
で
は
真
正
性
、
見
読
性
、
保

存
性
確
保
の
３
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
真
正
性
と

は
作
成
の
責
任
と
所
在
が
明
確
で
あ
り
、
故
意
に
し

ろ
過
失
に
し
ろ
虚
偽
の
入
力
や
書
き
換
え
、
消
去
な

ど
が
防
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
見
読
性
と
は
、

電
子
媒
体
に
保
存
さ
れ
た
内
容
を
必
要
に
応
じ
て
、

肉
眼
で
読
め
る
状
態
に
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

保
存
性
と
は
記
録
さ
れ
た
情
報
が
、
一
定
の
期
間
、

真
正
性
を
保
ち
、
見
読
可
能
に
で
き
る
状
態
で
保
存

さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
ら
３
点
の
う
ち
、
技
術

的
に
課
題
と
し
て
残
る
の
は
真
正
性
の
確
保
と
さ
れ

る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
各
施
設
の
自
己
責
任
に
お

い
て
診
療
録
等
の
電
子
保
存
運
用
が
可
能
と
な
り
、

大
学
附
属
病
院
か
ら
診
療
所
に
い
た
る
ま
で
、
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
始
ま
っ
て
い
る
。
電
子

カ
ル
テ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
施
設
、
解
釈
者
に
よ

り
多
少
、
異
な
る
面
が
あ
り
、
厳
密
な
定
義
は
未
だ

確
定
し
て
い
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
医
師

が
記
載
す
る
診
療
録
だ
け
で
な
く
、
患
者
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
電
子
媒
体
に
記
録
、
保
存
し
運

用
す
る
シ
ス
テ
ム
と
い
う
捉
え
方
が
一
般
的
と
思
わ

れ
る
。
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
は
、
医
師
は
検

査
、
画
像
、
処
方
な
ど
の
指
示
を
端
末
に
入
力
し
、

さ
ら
に
カ
ル
テ
に
は
病
歴
や
所
見
を
手
書
き
で
記
入

す
る
と
い
う
二
重
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
理
想

的
な
形
の
電
子
カ
ル
テ
で
は
、
医
師
は
、
指
示
、
記

録
の
た
め
に
端
末
へ
の
入
力
の
み
を
行
え
ば
良
い
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
基
本
的
に
は
、
現
在
の
紙
カ

ル
テ
は
不
用
と
な
り
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
か
実
現
す

る
筈
で
あ
る
が
、
診
療
科
ご
と
の
各
種
事
情
、
医
療

情
報
が
も
つ
複
雑
さ
か
ら
、
実
際
に
電
子
カ
ル
テ
を

稼
働
し
た
施
設
で
は
、
紙
と
の
併
用
も
行
わ
れ
て
い

る
現
状
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
電
子
カ
ル
テ
化
に
よ
り
、
情
報
の
共
有
化
と
い
う

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
延
長
と
し
て
の
メ

リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
カ
ル
テ
保
存
ス
ペ
ー
ス
の
縮

小
、
カ
ル
テ
や
フ
ィ
ル
ム
検
索
、
搬
送
の
労
力
軽
減

と
い
っ
た
経
費
節
減
に
繋
が
る
利
点
や
、
医
療
情
報

の
二
次
利
用
に
よ
る
Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
確
立
、
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
パ
ス
と
の
連
携
な
ど
、
医
療
の
質
向
上
へ
の
寄
与

も
、
当
然
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ダ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
だ
け
で
も
入
力
の
負
担
を
感
じ
て
い
る
医

師
に
と
っ
て
、
電
子
カ
ル
テ
化
さ
れ
た
と
き
の
負
荷

は
大
き
い
と
思
わ
れ
、
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
導
入
時
以
上

の
配
慮
が
必
要
と
な
る
。

　
遠
隔
医
療
は
旧
厚
生
省
の
遠
隔
医
療
に
関
す
る
研

究
班
の
報
告
書
に
お
い
て
『
映
像
を
含
む
患
者
情
報

の
伝
送
に
基
づ
き
、
遠
隔
地
か
ら
診
断
、
指
示
な
ど

の
医
療
行
為
お
よ
び
医
療
に
関
連
し
た
行
為
を
行
う

こ
と
』
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
遠
隔
医
療
と
い
う
言

葉
か
ら
は
、
遠
く
隔
た
っ
た
地
域
、
例
え
ば
海
外
と

の
間
で
行
わ
れ
る
医
療
や
、
離
島
、
山
間
部
の
医
療

過
疎
地
を
対
象
と
し
た
、
画
像
の
伝
送
を
中
心
と
す

る
医
療
な
ど
極
端
な
状
況
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
が
ち
で

あ
る
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
の
遠
隔
医
療
は
遠
隔
病
理

診
断
、
遠
隔
放
射
線
診
断
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
部
門
ご
と

に
開
発
、
研
究
、
実
運
用
が
な
さ
れ
て
き
た
。
従
っ

て
横
浜
の
よ
う
な
都
市
部
で
は
、
遠
隔
医
療
は
無
縁

の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
や
す
い
が
、
現
在
の
よ

う
に
医
療
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
か
あ
ら
ゆ
る
方
面
で

進
む
状
況
で
は
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
時
代
に
適
合

し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
電
子
カ
ル
テ

に
よ
り
多
く
の
医
療
デ
ー
タ
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
れ

ば
、
医
療
施
設
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ぶ
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
全
て
が
遠
隔
医
療
の
対
象
と

な
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
道
路
１
本
隔
て
た
診
療
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所
か
ら
患
者
が
紹
介
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
場
合
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で

情
報
の
や
り
と
り
が
あ
れ
ば
、
遠
隔
医
療
と
い
っ
て

過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
遠
隔
と
い
う
言
葉
か
ら

ど
う
し
て
も
遠
く
隔
た
っ
た
と
い
う
意
味
が
連
想
さ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
医
療
と
言
い

換
え
て
も
良
い
か
も
知
れ
な
い
。

　
電
子
カ
ル
テ
化
か
進
み
、
さ
ら
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
確
保
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
各
医
療
施
設
が
接

続
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
医
療
と
遠
隔
医
療
の
境

目
が
明
確
で
な
く
な
る
事
態
も
予
想
さ
れ
る
。
実
際

に
東
京
都
の
一
部
で
は
基
幹
病
院
に
電
子
カ
ル
テ
を

導
入
し
、
各
施
設
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ぶ
一
地
域
、

一
患
者
、
一
カ
ル
テ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
各
地
域
で

進
め
ば
、
医
療
連
携
に
関
す
る
諸
問
題
も
容
易
に
解

決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

横
浜
市
に
お
け
る
今
後
の
医
療
と
Ｉ
Ｔ

　
横
浜
市
の
医
療
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
化
は
決
し
て
進
ん

で
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
電
子
カ
ル
テ

導
入
や
遠
隔
医
療
、
医
療
連
携
推
進
の
観
点
か
ら
み

て
も
、
大
学
附
属
病
院
を
含
む
横
浜
市
立
６
病
院
の

う
ち
、
３
病
院
で
、
漸
く
、
分
散
型
病
院
情
報
シ
ス

テ
ム
の
導
入
が
終
了
し
、
２
病
院
で
現
在
病
院
情
報

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
中
と
い
う
段
階
で
あ
り
、

電
子
カ
ル
テ
化
に
至
っ
て
は
、
具
体
的
に
計
画
さ
れ

て
い
る
施
設
は
ま
だ
な
い
。
そ
の
他
の
横
浜
市
に
関

係
す
る
病
院
で
は
、
本
年
４
月
に
開
院
し
た
横
浜
市

北
部
の
地
域
中
核
病
院
で
、
電
子
カ
ル
テ
が
全
面
導

入
さ
れ
た
。
各
病
院
で
、
ま
だ
基
本
的
な
情
報
の
デ

ジ
タ
ル
化
す
ら
終
わ
っ
て
い
な
い
現
況
で
は
、
遠
隔

医
療
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
医
療
、
あ
る
い
は
デ
ジ
タ

ル
技
術
、
情
報
を
駆
使
し
た
医
療
連
携
も
、
横
浜
市

全
体
と
し
て
統
合
的
に
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
暫
く
の
間
は
、
単
体
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
た
情
報
交
換
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
画
像
情

報
な
ど
を
電
子
媒
体
に
保
存
し
伝
送
す
る
と
い
っ
た

個
別
の
対
応
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

特
集
・
Ｉ
Ｔ
社
会
と
横
浜
の
戦
略
④
市
民
生
活
へ
の
Ｉ
Ｔ
戦
略

　
平
成
1
3
年
７
月
、
政
府
の
総
合
規
制
改
革
会
議
に

お
い
て
、
医
療
に
関
す
る
徹
底
的
な
情
報
公
開
と
Ｉ

Ｔ
化
の
推
進
が
提
言
さ
れ
た
。
原
則
電
子
的
手
法
に

よ
る
レ
セ
プ
ト
の
提
出
、
カ
ル
テ
の
電
子
化
・
Ｅ
Ｂ

Ｍ
・
医
療
の
標
準
化
な
ど
の
推
進
、
複
数
の
医
療
機

関
に
よ
る
患
者
情
報
の
共
有
、
有
効
活
用
の
促
進
、

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
を
含
む
第
三
者
機
関
に
よ

る
医
療
評
価
の
充
実
、
医
療
機
関
の
広
告
及
び
情
報

提
供
に
関
わ
る
規
制
の
抜
本
的
見
直
し
が
そ
の
具
体

的
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
、
日
本
医
療
情
報
学

会
で
は
、
特
に
Ｉ
Ｔ
化
に
要
す
る
経
費
の
負
担
に
つ

い
て
、
負
担
者
を
明
確
に
す
る
こ
と
と
同
時
に
、
十

分
な
予
算
対
応
を
提
案
し
て
い
る
。
横
浜
市
と
し
て

は
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、
遅

滞
な
く
医
療
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
化
を
押
し
進
め
る

決
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

＜
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
附
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
　
医
療
情
報
学
教
授
　
医
療
情
報
部
長
＞
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